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SNS 

輸送サービス労組 
東京地本 

１１月２９日提出 東地申第１８号 

「首都圏本部における柔軟な働き方のさらなる実現」に関する解明申し入れ（松戸統括センター） 

 

＜申し入れ内容＞ 

１. 北千住営業統括センター、松戸営業統括センター及び

柏営業統括センター発足以降の成果と課題を明らかに

すること。 

２. 松戸統括センター新設を行う目的と根拠を明らかにし、

松戸統括センターにおける指揮命令系統と安全管理 

体制及び具体的な業務内容を示すこと。 

３. 統括センター新設に伴い、社員の働き方が変化する  

ことで手当を含む実質賃金と勤務指定によって生活設

計の変化が想定される労働条件変更が伴う施策である

ことから、労働協約に基づいて真摯に団体交渉を行う

べきであると考えるが会社の認識を明らかにすること。 

４. 松戸統括センターにおける駅ユニットと乗務ユニットの

安全レベルとサービスレベルをどのように向上させて

いくのか具体的に明らかにすること。 

５. 「他の統括センターとの兼務はあるのか」と不安な声が

出されていることから、早急に関係する全社員への  

説明を行うこと。また、出された疑問点には丁寧に回答

すること。 

６. 松戸フィールドと柏フィールドに区分し、フィールド内

での融合と連携を進める目的を明らかにすること。 

７. 乗務ユニット（綾瀬運輸区・我孫子運輸区）の兼務を  

行わない理由を明らかにすること。 

８. 現在進められている松戸統括センターWG の権限と 

決定することについて明らかにし、社員の意見をどの

ように反映していくのか考え方を示すこと。 

９. 各乗務員箇所・各駅の担務毎に出面数を示す考えが  

あるのか明らかにすること。 

１０. 委託駅である亀有駅、北松戸駅、北小金駅、南柏駅、 

北柏駅、天王台駅の管理駅はどこになるのか具体的に

示すこと。 

１１. 松戸統括センター発足後の勤務作成及び勤務指定に 

おいて、以下の点について考え方を明らかにすること。 

① 松戸統括センター内で作成される勤務の勤務作成

者と対象社員を示すこと。 

② ユニット毎の勤務調整についての進め方を示すこと。 

③ 乗務員勤務で業務を行う社員が駅ユニットでの  

業務を指定される場合の生活設計への配慮につい

ての考え方を明らかにすること。 

１２. 駅ユニットと乗務ユニットを兼務する社員の時間外労働

の管理について考え方を明らかにすること。 

１３. 労働時間管理が複雑化することが想定されているが、

駅ユニット及び乗務ユニットにおける事務担当者の  

配置について具体的に示すこと。 

１４. 統括センター発足後の出勤場所についての考え方を 

明らかにすること。また、出勤場所の違いによる通勤 

手当の考え方を示すこと。 

１５. 統括センター新設に向けての教育について、これまで

の教育内容と今後の教育計画について以下の点につい

て明らかにすること。 

① 新入社員が単独で勤務するまでの教育期間、教育

内容を明らかにすること。 

② これまでに乗務員が営業統括センターに配属され

た場合の教育期間及び教育内容を明らかにする  

こと。 

③ 営業統括センター内での兼務についての教育期間、

教育内容を明らかにすること。 

④ 信号担当社員が単独で勤務するまでの教育期間、

教育内容を明らかにすること。特に各箇所での特殊

性があることに対する認識を示すこと。 

⑤ 統括センター発足後に運輸区社員が駅ユニットでの

業務を想定した場合の教育期間及び教育内容を 

明らかにすること。 

⑥ 統括センター発足前に乗務員区の社員に対して  

駅ユニットの教育を行うことがあるのかを明らかに

すること 

１６. 統括センター発足後に複数の担務を担う社員の人選に

ついて、どのような権限で誰が行うのかを明らかに  

すること。

 

←提案内容は 

こちらをご覧 
ください 

https://qr.quel.jp/om/8ipqvi
https://www.jtsu-e-tokyo.com/_files/ugd/57fa70_71b71badeaca4318b88801229a9961ef.pdf

